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いちばん

ちい

小さな
どうぶつ

動物は
なん

何なの 

●
と

飛ぶものではコウモリ 

 
いま

今
い

生きている
どうぶつ

動物の
なか

中で、いちばん
ちい

小さいものというと、ノミやシラミも
はい

入ってきます。

ここでは、イヌや
にんげん

人間と
おな

同じように、お
ちち

乳で
こ

子どもを
そだ

育てるほ
にゅうるい

乳類の
な か ま

仲間の
なか

中で、いちば

ん
ちい

小さいものとして
かんが

考えます。 

 
せ か い

世界でいちばん
ちい

小さいほ
にゅうるい

乳類とされているのは、１９７４
ねん

年、タイの
なんせいぶ

南西部のどうくつ

で
はっけん

発見された「キティブタバナコウモリ」です。この
ち ほ う

地方の、ある
かわ

川にそったどうくつにし

かいないコウモリで、ハチぐらいの
おお

大きさです。コウモリは、
とり

鳥のように
そら

空を
と

飛びますが、

ほ
にゅうるい

乳類の
な か ま

仲間なのです。 

 キティブタバナコウモリという
な ま え

名前は、
ちい

小さい、ブタの
はな

鼻のような
かたち

形をしたコウモリと

いう
い

意
み

味です。
あたま

頭からおしりまでの
なが

長さは、２.９～３.３センチメートル、つばさを
ひろ

広げ

た
おお

大きさは１３～１４.５センチメートル、
たいじゅう

体重は１.７～２グラムしかありません。１
えんだま

円玉

２
まい

枚
ぶん

分の
おも

重さしかないのです。 

●
ちじょう

地上ではコビトジャコウネズミ 

 
と

飛ばないほ
にゅうるい

乳類の
なか

中でいちばん
ちい

小さいものは、チビトガリネズミとコビトジャコウネズ

ミです。
りょうほう

両方とも、
むし

虫をとって
た

食べるモグラの
な か ま

仲間に
ちか

近い
どうぶつ

動物です。
おお

大きさは、どちらも
あたま

頭

からおしりまでが３.５～４.８センチメートル、しっぽの
なが

長さが２.５～３センチメートル、
たいじゅう

体重は２グラムぐらいです。 

 チビトガリネズミは、
ほっかいどう

北海道にもすんでいます。コビトジャコウネズミは、ヨーロッパの
ちちゅうかい

地中海から
みなみ

南アフリカあたりまで、
ひろ

広がってすんでいます。（監修・今泉 忠明） 

 

 


